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A－89 ガス足高査レンジの蓋衆ヽ槌艦と乖度分布にっい7

　　　欠専々大家政　○中1 ト-> 子　植川知子　B将静ｦｴ　山崎清ふ

　目的　ガス超高遮レンジのよ　中．下・各殺におi↑り大板の哀応分斉乞側足し. 本

機啄刈生能左知るととt>に製恥こおよげす影響乞杷擢す･りことも@的としr~.
　方法　RN－006ガ7;レンジのつまみ£ I 6 0 °乙にG．トし7奥火した績．をの

畷鳶1･こ達した時から10 分明の濫衆昔化を柩電驀席記録計によ<) 湖定しr-．I s ｏ °c,

20 0 'Cについマも同様の匍験乞行y 靫．夭祖の位置は上段，中段，下搾？!?l|<2にX

n. 夭板の蓋度はり

入れr-場をについ7は名夭板の中(じ;都の遥彦も剥定した. なおガス消斎量む榛せt剰

定しfir．焙焼試料iJスポンジケーキの^地も天柄一ぽいに琉しχ以7焼いた．また前

報ク･げりンドヶ－キとt尤散寸ゐた酌1てかヽキ型I個. 乙個ご斗個弓場おiこつい-^単験

とff-, ft．

　結果ご　そ根の温岸分和ぷ上殺7･{t，タ桁牝お側が島く. φ殺?は修方が善い褐向が゛

あり■下役^ま左倹方が高かフた. 天板と上. 中入下殺iで同時IV λy＼た場/台μ巾ic 節

の篆轟n中鍬が最も低く．次にに舜?･･下=段が最も高か，匹.

　スボンジノ｀-キけ上　中　下殺？･別々に琲い跨腸合l求　ケーキの璃色山まとんど焦

がないヵv　名玲？･序1時に焼くとよ．φ　下緞･?･ は鳶色(こ焦が外らnrこ．/fりンドケー

キ13:　S個および4個色同時に跳く場倉は前報同様I 8 0
，C

35 分が最珀?あ，rこが

１個の場/a . 陥0・'cz-(j表面の焼色が'よいこうIJ 巾･U'部1ままrぞ佳の部分が･残心状糖･

？あろ．I 7 0)゜C, 36 分に'^みと良好な結果が得られF:，

A－90 -J ,レミニウムの食＆ぷ浚による変色現象にっヽヽT

　　　戈｀茶の水々X参政　　　　　平野芝那世

　1日的　調理器某。孝料とL -z, -7 >しミ＝ウム叉び￥･り合金（アルマ^ト処J里をL p- t

のもあ3）は非/こ多く使われ-r いる。I ヵヽL日常調理1丿史用してい3各撞海浹ヵぐ，こ

ii らア･しS 製品に£ぼす影－にっヽヽ■r 明らカi t" fまない。本報でIIア,レ= 製品り屋*)l叫

こL T最i一般的な純度のアJレミ板, ->fi1 和'てi-鐘の調r里冊海波のア)レヨーり･ム/ ＝

かiする変色現象にっヽヽT鏡討i ためt"報毎する,。

　方瓜　試｀料片fま, JIS l好oのアルミ叛,70×2り（|・耐支び. J工S ＼i/即りアルΞ箔（ぼx

15 XO.OIS--・,）を使用した。疲潅嘉儀｡は調味料琴の食昴を，純末又は永差水ｊ

した。iK料)t ＼i. Hl^i，苛性ソー/', 硝酸処理をi.沸騰政態の疼僥･り0分関浸湧し

にto≪後，試料庁･島食洙-^ s 5則4uし表面をt査｡型*子酸敗惨t"親祭レ　^^も

訳計t-色調を刈i.し狐。又ま践｀L n. 恥面接膜をヨードメタノー)i-X -f"剥離し　電子集

回抑を行っ七0　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　。

　鈴恥　沈暖り戈したin理I? '.i-爽は，アルミ-,シム,に対才ろ作用より，2-諸/こ大別す

るZ ヒが出朱た。t なｰわ多, 殆ん円可の隻化i友ぼ々ないtバり（柘徊，食酢，了A. =

=･ウA ? 友晋<､感岬するもり（"t 噌水;, 及乙･｀表面に肩色支度t与え2 もり（永差木を用

い乍場合の　魚塘波，こん６や< 茄升，ず章v ･r茄付）f" ある。こ・りことわi，有色t^

賤

三

で

I 生じ?'せ1, 海良μ，砧酸処理/こよ') a.じた不働態化友痩を海解陳まヽレ｛地アノレ

=-ウム, 特･こ￥の中り不純物ヒ反応オ5 *･，i^爽中の成‘蚕μ吸J& ^ れるような淮麦

はないDヽ)i.%えh れる。


